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二
O
一
五
年
六
月
十
四
・

十
五
日
に
、
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国

際
高
等
教
育
開
発
連
盟

(
I

C
E
D
)
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
ア
1
マ
は

「
エ
ピ
デ
ン
ス
に
碁
づ
く
高

等
教
育
開
発
(
間
三
含
ロ

2
1

∞
伊
印
巾
品
目
(-znp
仲
~
。
ロ
伊
{

ロ∞

2
}。℃出
gH)
」
で
あ

っ
た
。
「
高
等
教
育
開
発
に

お
け
る
『
イ
ン
パ
ク
ト
』
と

は
何
か
」
「
『
エ
ピ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
高
等
教
育
開
発
』

の
各
国
比
較
」
「
『
エ
ピ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
高
等
教
育
開

発
』
の
未
来
」
と
い
う
サ
ブ

テ
i
マ
に
碁
づ
き
、
各
国
か

ら
集
ま
っ
た
約
一

O
O名
の

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

i
(
F
D担

当
者
)
た
ち
が
議
論
を
重
ね

た
。
筆
者
は
、
招
聴
講
演
者

と
し
て
、
前
勤
務
校
に
お
け

る
F
D実
践
に
関
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
成
果
を

報
告
し
た
。

ま
た
、
同
年
十
月
二
十

一
一
了
二
十
四
日
に
は
、
国
立

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
の
教
育

学
習
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催

で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
S
o

T
L会
議
が
開
催
さ
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
中

園
、
日
本
か
ら
一
一
O
名
の
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
た
ち
が
集
ま

っ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
ボ

イ
ヤ
l
の
提
唱
し
た
∞
の
町
。

日

h
H
円
切
開
回
目
句
。
内

4
0
伊の}ニ

ロ
肉
斜
ロ
(
同
「
⑦
岱
、
『
ロ
即
ロ
ぬ

(
教
育
・
学
習
の
学
識
)
を

ア
ジ
ア
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
が
テ
!
マ
で
あ
っ

た。

s
o
T
Lは
大
学
教
員

に
よ
る
教
育
実
践
を
研
究
対

象
と
し
て
論
文
化
、
公
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
の

価
値
を
研
究
同
様
に
位
置
づ

け
る
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の

だ
が
、
こ
れ
も
エ
ピ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
F
Dの
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る。
F
Dの
実
践
は
欧
州
圏
、

北
米
圏
の
国
々
で
は
一
九
七

0
年
代
以
降
、
日
本
に
お
い

て
は
一
九
九
0
年
代
後
半
以

降
に
各
大
学
に
お
い
て
展
開

し
て
き
た
が
、
最
近
は
、
単

に
実
践
の
事
実
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
成
果
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る。

F
D実
践
を
研
究
対
象

と
し
て
位
置
づ
け
た
論
文
の

数
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
エ
ピ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
F
Dを
ど
の
よ

う
に
捉
え
れ
ば
良
い
の
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

中
室
は
、
教
育
経
済
学
の

立
場
か
ら
、
教
膏
現
場
に
お

け
る
意
思
決
定
場
面
で
の

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
の
脆
弱
性

な
い
し
欠
如
に
つ
い
て
批
判

を
行
っ
て
い
る
(
中
室
2
0

1
5
)
。
中
室
は
言
う
。

「
経
済
学
者
は
『
子
ど
も
の

日
が
キ
ラ
キ
一
フ
ず
る
よ
n

つ
に

な
っ
た
』
と
か
明
学
校
が
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
』
な
ど

と
い
っ
た
、
人
に
よ
っ
て
見

方
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
主
観

こ
か
の
誰
か
の
成
功
体
験
や

主
観
に
基
づ
く
逸
話
で
は
な

く
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

教
育
」
(
同
上
一
部
)
の
必

要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
中

塞
が
著
書
の
中
で
引
用
し
て

い
る
の
が
、
陸
療
に
お
け
る

エ
ピ
デ
ン
ス
の
捉
え
方
で
あ

る。
医
療
の
世
界
で
は
、
一
九

九
0
年
代
後
半
以
降
、
「
エ

ピ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療

(
白
三
品
。
口
。
。
∞
伊
∞
⑦
(
日

富
。
品
目
。
』
口
。
一

E

B
2
0
1
5
一
部
)
。
と
こ
ろ

が
、
二
0
0
0年
頃
か
ら
E

B
Mの
重
要
性
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
が
運
営
す
る
医

療
情
報
サ
ー
ビ
ス
M
i
n
d

sに
お
い
て
、
二
O
O七
年

に
「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
の
手
引
き
」
が
作
成
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
研
究
の
「
設

計
」
方
法
に
基
づ
い
て
エ
ピ

デ
ン
ス
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
り
、
臨
床
研
究
の
エ
ピ
デ

ン
ス
レ
ベ
ル
は
八
つ
に
分
類

ズ
)
」
、
「
6
一
患
者
デ
ー

タ
に
基
づ
か
な
い
、
専
門
委

員
会
や
専
門
家
個
人
の
意

見
」
と
な
る
。
従
来
一
般
的

で
あ
っ
た
伝
統
的
な
専
門
家

の
意
見
は
、
最
も
エ
ピ
デ
ン

ス
の
低
い
レ
ベ
ル
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
中
で
高
い
レ
ベ
ル

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

が
、
「
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試

験
」
で
あ
る
。
ラ
ン
ダ
ム
に

分
け
ら
れ
た
治
療
群
と
対
照

群
を
設
定
し
、
前
者
に
の
み

今
、
求
め
ら
れ
る
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
F
D」

大

阪

大

学

准

教

授

日
本
高
等
教
育
開
発
協
会
副
会
長

的
な
表
現
で
司
教
育
に
効
果

が
あ
っ
た
』
と
い
っ
た
り
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
治
体
や

政
府
の
報
告
書
の
中
に
や
た

ら
と
登
場
す
る
よ
う
な
、

『
満
足
し
ま
し
た
か
』
と
子

ど
も
自
身
に
聞
い
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
集
計
を
『
エ
ピ

デ
ン
ス
』
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
」
(
同
上
υ

日
l

m)
。
そ
し
て
、
経
済
学
者

は
教
育
政
策
の
因
果
効
果
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
教
育

の
分
野
で
「
実
験
」
を
行
っ

て
い
る
と
し
た
上
で
、
「
ど

M
)
」
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一

定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
た
上
で
、
良
品
。
医
療
と
は

何
か
が
判
断
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
診
療
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。
伝
統
的
な
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、

G
O
B
S
A
T

(。。。仏

o-(回
目
。
可
百

件
け
』
ロ
ぬ
〉
『
。
ロ
ロ
門
同

4UF
。

同
d
m
H
H
}
-
o
)

と
榔
撤
さ
れ
る

よ
う
に
、
専
門
家
が
集
ま
っ

て
作
成
し
て
い
た
(
豊
島
ら

さ
れ
て
い
る
。
最
も
高
い
レ

ベ
ル
か
ら
順
に
並
べ
る
と
、

「I
H
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
レ
ビ
ュ
ー
/
ラ
ン
ダ
ム

化
比
較
試
験
の
メ
タ
分

析
」
、
「
2υ

一
つ
以
上
の

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
」
、

「3
一
非
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較

試
験
」
、
「
4
a
日
分
析
疫

学
的
研
究
(
コ
i
ホ
i
ト
研

究
)
」
、
「
4
b
h
分
析
疫

学
的
研
究
(
症
例
対
象
研

究
、
横
断
研
究
)
」
、

「5
日
記
述
研
究
(
症
例
報

告
や
ケ

i
ス
・
シ
リ

l 佐
藤
浩
章

匿
療
的
介
入
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
見
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。二
O
一
0
年
代
に
入
り
、

こ
の
よ
う
に
研
究
の
「
設

計
」
方
法
の
み
に
準
拠
し
て

レ
ベ
ル
を
測
定
す
る
こ
と
に

は
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
現

在
は
「
設
計
」
よ
り
も
「
患

者
に
と
っ
て
重
大
な
ア
ワ
ト

カ
ム
」
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン

ス
の
質
を
判
定
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
、
本
レ
ベ
ル
に
代

わ
る
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ピ
デ

ン
ス
レ
ベ
ル
と
い
う
考
え

は
、
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
F
Dと
い
う
分
野
に
は

大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い

る
。
日
本
の
F
Dは
こ
れ
ま

で
エ
ピ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
が
最

も
低
い
と
さ
れ
る
「
6
一患

者
デ
ー
タ
に
基
づ
か
な
い
、

専
門
委
員
会
や
専
門
家
個
人

の
意
見
」
に
よ
っ
て
そ
の
方

向
性
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
(
佐
藤
2
0
1

2
)
。
教
育
学
者
の
発
一
言
や

政
府
の
審
議
会
に
お
け
る
報

告
が
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す

る
。
実
践
が
展
開
す
る
に
つ

れ
て
、

F
Dの
実
践
報
告
で

あ
る
「
5
日
記
述
研
究
(
症

例
報
告
や
ケ
l
ス
・
シ
リ
ー

ズ
)
」
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
し
て

も
エ
ピ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
は
低

い
も
の
と
い
う
こ
と
に
は
な

る
が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て

批
判
す
る
こ
と
は
不
毛
で
あ

る
。
す
で
に
レ
ベ
ル
が
提
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
上
位
の
エ
ピ
デ
ン
ス
レ

ベ
ル
と
さ
れ
る
研
究
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
知
見
に
基
づ
い
た
批
判

の
み
が
妥
当
と
解
釈
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
F
Dは
様

々
な
理
由
か
ら
実
践
が
普
及

し
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る。

F
Dに
対
す
る
大
学
教

員
の
反
発
や
管
理
職
の
理
解

不
足
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
!
の

量
的
不
足
と
質
的
問
題
、

F

D
セ
ン
タ
ー
の
学
内
的
位
置

づ
け
の
弱
さ
な
ど
が
そ
の
理

由
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
十

分
な
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ず
、
臨
床
デ

ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
な
い
。
よ

っ
て
、
高
度
な
エ
ピ
デ
ン
ス

レ
ベ
ル
に
基
づ
く
研
究
は
設

計
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後

は
、
新
任
教
員
や
研
究
大
学

に
お
け
る
大
学
院
生
へ
の
能

力
開
発
研
修
は
強
く
推
奨
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
(
佐
藤
2
0
1
3、
佐
藤

2
0
1
5
)
。
ま
た
大
学
の

予
算
削
減
が
続
く
中
、
各
大

学
の
F
Dの
取
り
組
み
を
継

続
す
る
た
め
に
は
成
果
も
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
成
果
の

出
な
い
実
践
に
は
予
算
も
人

も
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
エ
ピ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の

高
い
研
究
が
計
画
・
実
施
で

き
る
よ
う
な
環
境
が
整
い
始

め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

諸
外
国
に
お
け
る
F
Dに
関

わ
る
先
行
研
究
を
見
て
も
、

エ
ピ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い

「
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
」

を
行
っ
た
事
例
を
見
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後

は
徐
々
に
実
施
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
。
「
エ
ピ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

F
D」
は
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
と
っ
て
、
追
い
風
に
な

る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
学
か

ら
の
撤
退
を
自
ら
導
く
材
料

に
な
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
実
践
を
振
り
返
る
機
会

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

れ
V〈
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